
様式第1号(第2条関係)　　　　　　　　 （表） 【 記 入 例 】
受付番号

奨　　学　　金　　貸　　付　　申　　請　　書

ふ り が な そとがはま　いちろう 貸付金額平成　○
年

○月 ○日

氏 名 　外ヶ浜　一郎
※ 男 月額

年齢
○○

歳
○ 箇月女 ３５，０００　円

現 住 所

※自宅
外ヶ浜町字○○○○　△△－△

令和○○年　４月　１日

下宿 から

学寮 連絡先 ××××-××-×××× 令和○○年　３月３１日

本 籍 　　同　　　上

名
称

□□県立　○○大学　△△学部　××学科

※1 全日制
入　(転)　学

定時制
令和　○○年　４月　１日

第 ○ 学年
卒業年月日

所在地 □□県　○○市△△△　○丁目○○番地 令和　○○年　３月３１日

学校名 □□県立○○高等学校 借用証書提出年月日

貸　付 　　令和○年○月○日より
（○）年間 年　　　月　　　日

期　間 　　令和○年○月○日まで

ふ り が な 　そとがはま　たろう  生年月日  本人との続柄　　　　　父

氏 名 　外ヶ浜　太郎 　○　年　○月　○日  職業　　会社員　○○建設勤務

現 住 所
外ヶ浜町字○○○○　△△－△

連絡先 ××××-××-××××

本 籍 　同　　　上

ふ り が な 　そとがはま　さぶろう  生年月日  本人との続柄　　　　叔父

氏 名 　外ヶ浜　三郎 　　○　年　○月　○日  職業　会社員　□□産業㈱勤務

現 住 所
青森県　○○市△△△　○丁目○○番地

連絡先 ××××-××-××××

本 籍 　同　　　上

氏 名 続 柄 年 齢 職 業 ( 学 校 ) 年 収

　外ヶ浜　太郎 父 45 会社員　○○建設勤務 ○○○○○○○　円

　外ヶ浜　花子 母 43 主　婦

　外ヶ浜　一郎 本人 18 ○○高等学校

　外ヶ浜　三子 妹 14 ○○中学校

　外ヶ浜　五郎 祖父 74 な　し

　
※
は
該
当
文
字
を
○
で
囲
む
こ
と
。
　
数
字
は
算
用
数
字
を
用
い
る
こ
と
。
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（裏）

奨学生として御採用の上、奨学金の貸付を受けたく、連帯保証人と連署して、上記のとおりお願

　 いします。

なお、御採用の上は、奨学生としての本分を尽くすことはもとより、奨学金貸付条例並びに同施行

 　規則を守り、両者連署の上、責任を負うことを誓約いたします。

令和　○○年○○月○○日

本 人 外 ヶ 浜 一 郎

連 帯 保 証 人 外 ヶ 浜 太 郎

連 帯 保 証 人 蟹 平 三 郎

1 連帯保証人は将来奨学金返還の責めを得る者であること。

2 職歴欄は、単に公務員とか会社員と記せず、何会社、何係と勤務の場所、役職名も記入す

ること。

3 「本人の履歴」欄は、単に学歴のみでなく身上の異動（例　　就職等・定時制）を漏れなく記

載のこと。

なお、在学中の休学は、その理由を記載のこと。

4 連帯保証人の「印鑑証明書」添付

参

考

事

項

 奨学生を希
 望する理由

　（申請者本人の修学に対する意思等、奨学金を必要とする理由をできるだけ

　　分かりやすく具体的に記入してください。）

  本人の履歴
  中学入学後
  の学歴
  職歴 ・賞罰等

　H □.○.△　　○○中学校卒業

　H □.○.△　　○○高等学校入学

　Ｒ □.○.△　　○○高等学校卒業

　Ｒ □.○.△　　○○大学入学予定

 　外　ヶ　浜　町　長　　　様
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